
人類は数千年の文字利用と約 2000 年の紙利用の歴史を有する．これと比較して本会発足後 100 年，更にはインター
ネットの普及開始から僅か約 30 年で起こった現代の電子情報利用の拡大は革命的と言ってよい．一方で過去を振り返る
と，(1)人間の適応力には限度があるため人工環境の構築には自然の摂理を十分に踏まえる必要があること，(2)読書・筆
記と批判的思考能力が現代文明・科学の基礎であること，が分かる．つまり，現在の情報通信・表示媒体利用の拡大は人
類の歴史と対極の方向へ向かう可能性を示唆している．そこで，(ⅰ)年齢に応じた電子情報利用制御の必要性，(ⅱ)ノー
トを取り振り返る習慣の大切さ，そして，(ⅲ)アナログとディジタル情報を有機的に連携する新しい ICT（Information
and Communication Technology）ツール開発の必要性，を述べる．
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1．は じ め に

人類は数千年の文字利用と約 2000 年の紙利用の歴史
を有する(1)．本会発足後 100 年，更には 1980 年代後半
のインターネットの普及開始から約 30 年であり，現代
の情報通信とディスプレイ表示の利用拡大は革命的と
言ってよい．
まず，テレビジョンの普及に始まり，この 50 年余り
で現在存命中の各世代間の視覚の原体験が極端に変化し
たことに留意する必要がある．筆者は 1955（昭和 30）
年生まれで，テレビジョン放送は既にあったが，小学校
1年生までは精神科医であった父親の意見で自宅にはテ
レビジョン受像機がない生活を送った．いわば「旧人
類」の最後の世代である．その後，テレビジョンは長足
の進歩を遂げ，白黒からカラー，標準からハイビジョ
ン，そして現代では 8K 試験放送まで進歩を遂げてい
る．一方，おおむね 1990 年代（ほぼ平成生まれ）の日

本人は生まれたときから携帯電話やインターネットが身
近にあった世代であり，正に「新人類」と呼ぶべき人た
ちである．この世代の人々が既に 25 歳以上になってい
る．そして，この間の 50 年弱が移行期で，各世代で少
しずつ異なった視覚体験をしていることになる．本稿で
は詳細を割愛するが，日本の教育システムはいわゆる
「ゆとり教育」に 2002 年に移行し，批判的思考力が育つ
小学校 3～4 年生（後述 4．参照）にゆとり教育を受け
た世代がちょうど重なることにも留意が必要である．
そこで，いつの世代でも年配者がより若い世代に対し

て「今の若い者は，うんぬん」と言い出すのは世の常で
あるが，上述のようにこの 50 年余りの間に成長時の視
覚環境が未曽有の状態で変化したことを共通認識とし，
あくまでも冷静な議論を行うことが必要である．換言す
ると，まず自らの体験に基づいた通常の世代間の議論
（すなわち感情的な議論）を行うのではなく，あくまで
も客観的に事実を整理・分析し，その結果に基づいて対
策を立てるという理性的な作業が求められる．
本稿では，まず，既に顕在化し始めている子供から大

人に至るまでの思考力の変化の状況を概観する．次に，
人間の発達の特性について，一見環境に適応しているよ
うだが，簡単には適応できないと予想されることを事例
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ベースで示す．次に，民主主義を国是として守ろうとし
ている米国の人々が「批判的思考能力（Critical think-
ing）」と「多様性」をいかに身に付けさせられているか
と，これに対する国内の動向について示す．一方で日本
人については「過去を振り返らず人のせいにする傾向が
ある」と幾度となく指摘されてきたことを示し，判断の
重要性に言及する．最後に，今後の方針として，年齢に
応じた電子情報利用制御（制限）の必要性，ノートを取
り過去を振り返る習慣の重要性，及び，紙を超えてアナ
ログとディジタル情報が有機的に連携可能な新しい
ICTツール開発の必要性について筆者の意見を述べる．

2．現代の状況：世界で変化が顕在化(2)

筆者は，2007 年に大学着任以来，数年間掛けて大学
や大学院で指導する学生を観察した結果として，従前は
学生の質の変化は国内において緩やかに進行しており，
今後もその傾向が続くと認識していた．そして，その主
たる原因はいわゆる「ゆとり教育」の弊害が残っている
ためであろうと推測していた．
しかし，現実には昨年（2016 年）を境として，日本
国内のみならず世界の至るところで，かつ，若者の認知
能力は言うに及ばず一般人の性向までもが劇的に変化す
る状況を目の当たりにする結果となった．これは，今後
更に世界に衝撃を与える可能性もある．以下，現在まで
の状況を簡単に記載する．

2.1 日本と米国における中学生などの変化
まず，日本においては，国立情報学研究所（NII）の
新井らによって，(1)一般の中学生が，本来は簡単に理
解できるはずの穴埋め問題すら理解できないこと，ま
た，(2)この現象が公立中学校でのみ発生しており，中
学受験を経た私立中学校の生徒にはほとんど見当たらな
いこと，が大規模な調査から明らかにされた(3)．
この結果から，一般の子供たちがAI と同様に単なる

共起表現によって物事を判断しており，因果律を用いた
論理的な考えができていないという重要な事実が示唆さ
れる．また，筆者が何人かの高校教員や保護者との会話
に基づいて推測した結果，私立中学に通う生徒は小学校
において既にアクティブラーニング（反転授業という意
味ではなく，本来の主体的学習という意味）に親しんで
おり，ノートを取る習慣が十分に身に付いていた結果で
あると言えよう（根拠は後述の 4．を参照されたい）．
次に，米国においては，昨年（2016 年）11 月の米国
大統領選挙の最中に Stanford 大学のチームがネットに
ある偽情報（Fake news）に学生が難なくだまされる事
実を大規模な調査から明らかにした(4)．米国では，4．
で後述するように論理的に考える訓練が徹底されている
はずであるので，この衝撃は日本の比ではないものと考

えられる．

2.2 大学における変化の一例
詳細は文献(2)に記載したとおりであるが，筆者の勤

務する大学においては，事後に振り返れば一昨年（2015
年）予兆を察知することも可能であったが，感覚的には
昨年（2016 年）突如として，比喩ではなく物理的に前
方の狭い領域にしか注意が向かない学生が多数入学し
た．ここで，いわゆる入試のレベルが極端に変動したわ
けではないことに留意して頂きたい．
また，ノートを取り日々振り返りをすることが少なく

なった最近の学生は，研究室に所属する大学 4年生や大
学院生においても，階層構造を理解することが極めて困
難で，思い込みや共起表現のみによる推論に頼っている
ことも次第に明らかになりつつある．また，この傾向は
工学部のみならず，論理的思考が最重要である理学部に
おいても一部の学生では同様の傾向であることも理学部
の教員との意見交換で明らかとなった．
更に，筆者が速記録として十分な程度にノートを取る

習慣を身に付けていたが論理的な考察が苦手であった学
生（他研究室の大学院生）に対して，振り返りの指導を
行ったところ 2～3 か月で改善の兆候を認めることがで
きた．

2.3 世界に拡散しつつある偽情報（Fake news）
2017 年 4 月時点において「正に現在進行中」である
が，米国大統領選挙のみならず，ヨーロッパ諸国の大統
領選で大きな問題となっていることが，先日のNHKの
番組「クローズアップ現代＋」で取り上げられたばかり
である(5)．人間は見たくないニュースは見ない性向があ
ること，更に，これに対応してニュース配信側ではレコ
メンデーション機能を作用させているのでこの傾向が加
速されること，などを特に注意すべき事実として認識す
る必要がある．なお，前者については，畑村が失敗学の
中で以前から指摘している(6), (7)．また，後者について，
レコメンデーションなどの機能がなくても，インター
ネットにおいては情報が瞬時に大量に拡散されるため
「摩擦がゼロの世界」として捉える必要があることも以
前から東倉らによって指摘されている(8)．

3．人間の発達の特性：簡単には適応できない

現在，ネット時代に育った若者たちはネットを巧みに
利用しているかのように見える．しかし，上述の例を見
れば必ずしもそのとおりではないことも明らかである．
まず，少し長期的なスパンで早い段階からの指摘につ

いて概観すると，筆者の調べた範囲では 1980 年代初頭
の久保田の（協調作業として）手を使うことの重要性の
指摘(9), (10)に始まり，1990 年代後半の三宅の指摘（情報
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の獲得ではなく，自分の情報を理解し発信することが重
要)(11)が続く．更には，2000 年代に入ってからも，子供
の養育に対する電子機器の潜在的危険性の注意喚
起(12), (13)や仮想的有能感に関する指摘(14), (15)などが相次
いでいる．
ここで，乳幼児の視覚の発達(16)～(18)について一例を挙

げてみよう．ハイハイをするような赤ちゃんでも高所を
恐れることが一般的に知られていた（これを視覚的断崖
という）．この能力が常にきちんと獲得されるのであれ
ば，現在も後を絶たない高層マンションからの幼児や児
童の転落死（俗にいう高所平気症）は本来起こらないは
ずである．しかし，小学 1年生が DVDを見た直後に転
落死した事故(19)に端的に示されるように，判断能力が
大人並みに発達するまでは，現実と仮想の世界の区別も
曖昧であることが示唆される．
また，筆者の専門である立体視機能等についても関連
が疑われる事例がある．まず，Kaniza のアモーダル縮
小と呼ばれる幾何学錯視は，人間が両眼立体視機能を利
用するために生じることが明らかとなっている（筆者ら
が 1994 年に仮説を立て(20)，González らによって 2005
年に実証されている(21)）．このことから，人間は多くの
視機能を成長とともに外界からの視覚刺激によって形成
していることが推測される．しかし，近年，検査で正常
な立体視機能を有しているにもかかわらず，通常の状態
では陰影の手掛かりのみに頼っている若者が約 30% も
の多数存在することが明らかとなった(22)．更に，筆者
らが最近発見した高精細ディスプレイで起こる曲面残効
と命名した一種の錯視において，約半数の人で起こらな
いことが明らかとなった(23)．なお，一般にこのような
錯視の個人依存性についての報告例は見当たらない．こ
こで注目すべきことは，視覚のみならず平衡感覚から外
界の情報を的確に取っている人では錯視が起こり，いず
れの情報もうまく利用していない人では錯視が起こりに
くいという事実である．このことから，現実と異なるこ
とに敏感である能力（すなわち最終的な生きる力）を養
うために自然の環境と触れ合うことがいかに重要である
かの示唆を得る．
総括すると，まず，人類には，幾多の進化の失敗にも
めげず結果的に脳を肥大化させ巧みに新しい機能を身に
付けてきた進化の歴史がある(16), (24)．しかし，少なくと
も何百年，何千年という単位ではなく，僅か数十年とい
う単位で，これまで自然界に全く存在しなかった視環境
を全面的に受け入れるような突然の変化には，現在進行
中の変化であるので断定はできないが，進化の対応が困
難であると考えるのが自然であろう．

4．どうやって論理的な力を育ててきたか

従来から多くの解説書などに記されている(25)～(34)が，

最近刊行された松本の著書(31)に米国の事情が初心者向
けに簡潔に記載されているので，その第 1章から主だっ
たものを引用する．

･ 「民主主義を守る」と「アカデミックな力」は同
一スキル
─ 聞く・読む：為政者にだまされない(注1)，情報
を読み取る力
─ 話す・書く：自分の意見を述べる，情報を伝え
る力
─ 総合的な力：合意を目指す，情報を交換する力
･ 能力開発に際し重要な年代
─ 小学校 3～4年生（9歳頃）
─ 読書：Reading by 9
─ 作文：エッセイ教育の基礎を小学校 3，4 年生
で完了

エッセイ教育の際に最も重要になるのが，多くの著書
にあるように，パラグラフとトピックセンテンスの概念
である．筆者も 1990 年代の初頭にその重要性をカナダ
在住の Prof. Ono から直接聞き，学会誌の記事の執筆を
依頼した(27)．
しかし，外山の指摘で明らかなように，明治以来，日

本人はこの点に関する注意がおろそかであった(30)．し
たがって，一般的に理性的（論理的）な考え方には十分
になじめず，感情的（情緒的）な考え方を取りがちであ
ると考えられる．そのほか，私見であるが「情報」とい
う言葉の捉え方についても日本人は英語圏とは異なって
いるのではないかと推測している．少なくとも「情」は
「感情～なさけ」であり，理性的な事実とは異なる．し
かし英語で「Information」の意味を確認すると「Fact
or details about…」と記載されている(35)．
加えて日本人の多くが，事実に基づいて過去を振り返
ることが苦手であり，同じ失敗を繰り返しているという
事実である．少なくも伊丹によって，第二次世界大戦直
後に指摘されており(36)，その後も指摘され続けてい
る(37)．関連したもう一つの観点として，恐らく一般の
日本人が不得意であることの一つに「判断」があると考
えられる．畑村が失敗の神話化として指摘していること
でもある(6), (7)．
これを防止するためには，階層構造を持った因果関係

を理解し，仮説検証を行うためのたゆまぬ振り返りの習
慣と典型的な非線形処理である「判断」の訓練の積み重
ねが必要であることは多くの書物に記載されているとお
りである(38)～(43)．更に簡単に要約すると，まず善悪の判
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(注 1) 選考委員会から「為政者にだまされない」とう表現が強すぎる
との指摘を受けたが，文献(31)には正にこの表現が使用されており，ま
た，一例ではあるが筆者が日本語に堪能な米国籍の人に直接確認したと
ころでも間違いないとの回答を得た．



断をして，善人に対してはポジティブに情報を提供し
（文献(38)に記載されている Give & Give の表現はとて
も象徴的），次に情報交換，情報整理をして，多様性を
認め合って合意を行い，リスクを取って主体的に判断を
行って前進することに尽きると考えられる．換言する
と，目先にとらわれることなく，本質を考えて困難な道
を選ぶことによって成功の可能性が芽生えてくることを
意識することである．

5．今後の対処方針の提案

これまで述べてきたとおり，現在，ICT とディスプ
レイ技術の劇的な進歩により，人類の進化の歴史に照ら
して明らかに革命的と考えられる視環境の変化にさらさ
れている．
したがって，微視的な利便性にとらわれることなく長
期的視点で人類がより賢くなるためにはどのような対策
が必要かについて，今後議論を重ねる必要があり，困難
な選択であっても勇気を持って合意することが肝要であ
ると考えられる．

5.1 年齢に応じた電子情報利用制御の必要性
現在既に，多くの人々や国のレベルにおいても，幼児

期から学童期においてスマートフォンなどの電子機器の
利用について慎重な考えを抱いており，徐々に対策が打
ち出されている(44)．
しかし，今まで確認してきたとおり，高精細（更には

3D）の電子ディスプレイで動画像を見ることは人類史
上経験のないことであり，早急により慎重な対応がなさ
れるべきであると筆者は考える．
産業革命以降の他の発明，例えば高速に移動する自動
車，更には飛行機を子供に運転・操縦させることを勧め
る大人は誰一人としていないであろう(注2)．これは，高
速移動に対する恐怖を実世界中で共有できているからで
ある．この意味で遊園地にあるゴーカートはよく制御さ
れた状態で子供にスリルを与えることができるツールと
なっている．
一方で，白黒テレビジョンに始まる受動的動画像視聴

から始まって，最近のVRに至る膨大な非現実視覚情報
の提供は，人間を「超高速移動」という体感なしに現実
の世界から仮想の世界に移動させると同時に，本質的に
は「自分はいつも絶対に安全な状況にいる」という安心
感（錯覚）を抱かせるツールになる．それゆえに多くの
大人はカーレーシングやフライトのシミュレーション

ゲームには寛容になり，子供が楽しむことをいとも簡単
に許すことになってしまうと考えられる．
これらをまとめると，最初に実体験（特に恐怖）を伴

うことなく「大人が感じる仮想環境」を子供に直接与え
てしまうことは，「仮想環境」をあたかも「実環境」で
あるかのごとく子供に誤認識させる結果となり，その取
扱いには目に見えない有害物質と同等の注意を要すると
考えられる．

5.2 ノートを取り振り返る習慣の重要性
既に述べたとおり，論理的な思考について書かれた書

物や会社の役員クラスの行動分析(45)等で，「事実として
のメモ」と「その後の長期的な振り返り」を二段階で
別々に行うことの重要性は明らかである．日々大学生と
接している筆者の経験でも，階層構造を理解し，本質と
は何かを考えるためには，従来以上に重要視する必要が
ある(2)．

5.3 紙を超える新しい ICT ツール開発の必要性
今まで，ICT 技術のどちらかというと負の側面を強

調し使用の自制を求めるような論調となったが，人類は
好奇心旺盛な動物であり，その好奇心を満足させるよう
に身の回りの環境を変化させてきた歴史がある(46)．こ
の事実に照らせば，無用に ICT 技術不要論を述べても
仕方がない．
今まで述べてこなかった重要な点は，今，一番 ICT

技術の恩恵を受けているのは，筆者と同年代かそれ以上
であると推測できることである．筆者も含め冒頭に述べ
た「旧人類」は成人するまでの間，実世界と向き合うこ
とがほとんどであり，常に考えることと判断を強いられ
た．例えば，野口の超整理法シリーズに代表されるよう
に昔の整理困難な紙の情報処理に追われて取捨選択を迫
られていた時代にはそれに適合した処理法が編み出され
た(47)．その後，インターネットの普及により，生デー
タの整理は不要となり，仮説があれば全世界の情報を検
索によってほぼ一瞬で探し出すことの可能な時代になっ
た(48)．昨今特に教育で重視される「考える力｣(49), (50)を
既に有していれば，居住している場所を問わず，また組
織に依存しない単独個人であっても，情報の質，量の両
面から過去と比べて比較にならないほど高度な処理が可
能となった．
今後，人類が更に発展し続けるには，今まで述べたよ

うに，若い間に見掛けの便利さに慣れ親しんではいけな
いが，なるべく成長の早い段階で「紙」を超える ICT
技術を活用して，逆に「真の意味の思考能力」を強化す
る方法を開発してゆく必要があると思料する．このため
の一例として，時間軸によるリンクを行った手書きアナ
ログの筆記記録とタイプされた文字記号のテキストデー
タ，更には外部検索結果などを統合的に扱うことのでき
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(注 2) 本稿投稿後の 2017 年 6 月に茨城県で 31 歳の男性がひざに乗せ
た子供に実際に車を運転させて撮影した動画像を投稿するという事件が
発 生 し（例 え ば 日 経 新 聞 電 子 版 http://www.nikkei.com/article/
DGXLAS0040002_Y7A610C1000000/），現実には筆者の予想をはるかに
超える事態に立ち至っていることが明らかとなった．



る端末を提案中である(2)．
そして，人間が「最後の判断を下す能力」を維持する
ことが我々の持つべき理念であろう．

6．む す び

電子情報通信技術の発展が人々に与えた影響につい
て，最近の 50 年間で起きた世代間の視覚経験の劇的な
差異を踏まえて論じた．現在の高齢者は，技術革新が自
らの成長よりも後になるようなタイミングで便利な技術
を開発し続けた結果，一番恩恵を受けていると想像でき
る．一方で若い世代は，いつでも簡単に情報が入手でき
る環境下で育った結果，逆に共起表現で物事を類推する
にとどまり，真の意味の考える力を失いつつあるように
推測できる．我が国の教育政策も「考える力」を重視す
る方向に動いていることは間違いない．そして，現在の
状況は，初等から中等・高等教育現場の各段階で既に幼
少期には成長過程に見合った一見古風な教育を行って成
果を出しているところもあれば，見掛けの利便性から抜
け切れていないところもある過渡期にある．更に，現在
までに成人した人々の今後についても「主体性（自ら考
え，判断する能力）」をいかにして伸ばすかが課題であ
ろう．今から積極的に対策を取らないと，既に社会人と
なりつつある「新人類」が将来管理職として登用される
時期になってから対策を打とうとしても手遅れとなる可
能性が示唆される．
現在世界中の注目を浴びている偽情報（Fake news）

の氾濫と混乱を見ても明らかなように，ICT 技術が今
まで以上に進歩した状態に至っても，一人一人の人間が
「最後の判断を下す能力」を維持することが人類にとっ
て最後のとりでと言えよう．
したがって，世界が二度の大戦という惨事を経ながら

も長年掛けて培ってきた個人個人の「批判的思考能力
（Critical thinking）」と「多様性」の維持を念頭に置き，
「紙」を超えた，見掛けの便利さとは異なる思考力増強
目的のツールを ICT により作り出すことが，現在我々
の矜持すべき「理念」であると結論付ける．
謝辞 本稿の執筆にあたり，筆者が 1980 年に当時の
電電公社に入社して以来，2007 年に(株)NTTデータを
退職するまでの間，常に論理的思考について上司として
示唆を与え続けて頂いた諸先輩に感謝致します．また，
最近の大学生の考え方の変化を理解するために協力して
頂いた学生の皆さん，高校の先生方，その他関係者の
方々に感謝の意を表します．最後に，本稿執筆の基礎と
なる学生の考え方の変化の仮説の妥当性について長時間
にわたり多角的に御議論頂いた酒井善則東京工業大学名
誉教授（本会元会長）に深謝致します．
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